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’
Ｉ
１
　
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

に
鯛
リ

ヽ

Ｊ
Ｌ
藤
ノ
壇
不
言
意
識
に
民
間
病
院
へ
と
飛
び
込
む
。
そ

　
／
。
、
、
／
。
　
　
　
　
Ｇ
Ｏ
　
の
民
間
病
院
の
全
国
組
織
が
「
全
日
本

　
　
菅
波
　
茂
ｑ
　
　
　
　
　
病
院
協
会
」
で
あ
る
ー
会

　
あ
の
阪
神
大
震
災
か
ら
間
も
な
く
３

年
半
に
な
る
。
災
害
に
対
す
る
自
治
体

及
び
民
間
の
体
制
づ
く
り
は
着
実
に
進

ん
で
い
る
。
一
方
で
は
「
忘
却
と
は
忘

れ
去
る
こ
と
な
り
」
と
い
う
の
は
事
実

で
あ
る
。
挽
芭
に
関
す
る
知
識
と
体
験

が
防
災
意
識
を
強
化
す
る
。
阪
神
大
震

災
を
体
験
し
な
か
っ
た
人
た
ち
に
は
模

擬
体
験
が
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
防
災

意
識
が
育
っ
て
い
く
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
緊
急
人
道
援
助
活
動
の

３
原
則
は
「
活
動
拠
点
、
輸
送
そ
し
て

通
信
の
確
保
」
で
あ
る
。
こ
の
確
保
を

前
提
に
大
量
の
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

物
資
を
投
入
す
る
。
阪
神
大
震
災
の
時
、

重
度
患
者
が
押
し
掛
け
た
の
は
民
間
病

院
で
あ
っ
た
。
理
由
は
日
本
の
救
急
医

療
の
約
9
0
価
が
民
間
病
院
に
よ
っ
て
支

｢人の役に立ちたい｣
員
数
は
２
０
０
０
弱
で
あ

る
。
こ
の
民
間
病
院
を
活

動
拠
点
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
「
地
域
防
災
民
間

緊
急
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
で
あ
る
。
構
成
メ
ン

バ
ー
は
全
日
本
病
院
協

会
、
日
本
医
師
会
、
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
の
３
者
だ
。

　
重
要
な
こ
と
は
、
2
4
時

間
以
内
の
救
急
活
動
の
開

始
で
あ
る
。
こ
の
ポ
イ
ン

ト
は
輸
送
と
通
信
の
確
保

で
あ
る
。
輸
送
の
方
法
論

援
体
制
も
整
い
つ
つ
あ
る
。
問
題
は
着

地
点
の
有
無
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
広
大
な
駐
車
場
を
持
つ
流
通
業
者
と

協
議
中
で
あ
る
。

　
阪
神
大
震
災
で
オ
ー
ト
バ
イ
が
活
躍

し
た
事
実
を
尊
重
し
た
い
。
航
空
機
と

道
っ
て
ど
こ
に
で
も
到
達
で
き
る
。
た

と
え
道
路
が
破
損
し
て
い
て
も
問
題
は

な
い
。
そ
し
て
オ
ー
ト
バ
イ
愛
好
者
は

体
力
に
勝
る
若
者
世
代
で
あ
る
。
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
の
人
道
援
助
の
３
原
則
の
一
つ

は
、
「
だ
れ
で
も
他
人
の
役
に
立
ち
た

い
気
持
ち
が
あ
る
」
で
あ
る
。
参
画
は

意
識
強
化
の
キ
ー
マ
ー
ー
ド
で
も
あ
る
。

オ
ー
ト
バ
イ
輸
送
は
「
地
域
防
災
民
間

緊
急
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
と
っ
て

最
高
の
魅
力
だ
。

　
圧
倒
的
な
装
備
と
訓
練
を
有
し
た

　
「
世
界
初
に
し
て
最
強
の
オ
ー
ト
バ
イ

災
害
レ
ス
キ
ュ
ー
チ
ー
ム
」
の
出
現
は

夢
か
幻
か
。

　
　
（
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
代
表
、

題
字
は
筆
者
）

と
し
て
迅
速
に
し
て
効
果
的
な
航
空
機

輸
送
が
不
可
欠
で
あ
る
。
ヘ
リ
コ
プ
タ

よ
ご
社
な
ど
の
協
力
を
得
て
「
地
域
防

災
民
間
緊
急
医
療
ネ
ッ
ト
マ
ー
ク
」
支
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